
公開シンポジウム

「『アニメ聖地巡礼』の意味を考える－

『響け ユーフォニアム』への人間学的アプローチ」

共催 京都文教大学人間学研究所 京都文教大学地域協働研究教育センター

日時：2017年２月12日(日) 11：00―12：30

会場：京都文教大学 14号館14101教室

基調講演

片山明久（京都文教大学総合社会学部准教授）

「『聖地巡礼』の意味を考える－観光社会学から見た『響け ユーフォニアム』巡礼」

報告１

名取琢自（京都文教大学臨床心理学部教授）

「心理学から見た『響け ユーフォニアム』の魅力」

報告２

山崎晶（京都文教大学総合社会学部准教授）

「『聖地巡礼』のメディア論的意味－ライブ文化としての『聖地巡礼』」

司会：小林康正（京都文教大学人間学研究所所長：当時）

小林：本日はお忙しい中、ご来場くださいまして

ありがとうございました。京都文教大学人間学研

究所所長の小林康正と申します。よろしくお願い

致します。本日は、最初の紹介で「お寒い中、お

足元の悪い中」と言おうと思っていたんですが、

こんなに良い天気になるとは思いませんでした。

普段の皆さんの行いの良さが反映されたのではな

いかと思って感謝しております。

本日主催しますシンポジウムに先立ちまして、

人間学研究所という組織について説明させていた

だきたいと思います。人間学研究所は、本学の京

都文教大学の創設時に設立された学際的な研究機

関として、20年間継続して活動を続けてまいりま

した。幸いなことに、昨年10月に20周年記念のシ

ンポジウムを行いまして、冊子も20年史という形

で刊行することができました。ご関心の方があれ

ば、後ほどお手元にお渡しすることができると思

いますので、お申し付けください。

人間学研究所は、学際的な研究ということを基

本に置いております。人間学という、何か茫洋

（ぼうよう）とした形の分からないような名前が

付いておりますが、そもそも本学は人間学という

ものを教育・研究の基盤に置いて始められた大学

です。人間という存在に対して共感的なアプロー

チをもってこれを明らかにし、それを社会に還元

していこうという考え方に基づいているわけです。

人間学研究所はそのための附置機関・研究所とい

うことになります。

具体的に申しますと、臨床心理学部の臨床心理

学、それから今現在は学部としてはないんですが

文化人類学、それから現在の総合社会学部の基礎

となる経済学・経営学・メディア学・観光学、そ

して社会学。人間学研究所は、これらのさまざま

な学問を擁して、人間を明らかにしたいと思って

アプローチしております。そういった意味で本研

究所が今日、企画致しました「アニメ聖地巡礼の

意味を考える～『響け ユーフォニアム』への人間

学的アプローチ～」というのは、まさに対象自体

がこの学際的な研究にふさわしいというような内

容で企画されたものです。

本学のもう１つの特徴は、地域の大学として生

きていくことです。この趣旨から近年は社会との

連携を充実させていく活動をしております。その

一環で、学生たちもそうした活動にかかわってい

ます。このシンポジウムの関連でいえば、学生が

「響け 元気に応援プロジェクト」という『響

け ユーフォニアム』を応援するプロジェクトを

やっております。
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本日は１時半から、この学生プロジェクトが

「響け みんなのお楽しみ会」というタイトルで、

葉月・葵・麻美子のお誕生会を行いますれども、

このシンポジウムはこの会とのコラボレーション

という形で主催されております。

本日のシンポジウムの趣旨は、本学の人間学研

究所が志向する学際的なアプローチの中で、この

『響け ユーフォニアム』における聖地巡礼現象、

これの意味を学際的に考えていこうというもので

ございます。

この話が長くなると申し訳ありませんので、具

体的な中身について簡単に紹介します。今回は本

学の教員3名による講演・報告、これを基礎に進め

させていただきたいと思います。

まず片山明久さんに「『聖地巡礼』の意味を考え

る-観光社会学から見た『響け ユーフォニアム』

の巡礼」という形で、まず『響け ユーフォニア

ム』を中心に、聖地巡礼現象の概説をしていただ

くことになっています。もしかしたら『響け ユ

ーフォニアム』中心ではないのかもしれませんが、

聖地巡礼現象についての概説的な説明をしていた

だく基調講演です。

次に最初の報告で、本学の臨床心理学部の名取

琢自さんが「心理学から見た『響け ユーフォニ

アム』の魅力」というタイトルで、『響け ユーフ

ォニアム』の作品について論じていただきます。

引き続いて、報告の２が総合社会学部の山崎晶

さんによる「『聖地巡礼』のメディア論的意味―ラ

イブ文化としての『聖地巡礼』」です。ロックフェ

スティバルにおける、いわゆるファンの方たちが

外に出ていく活動が、メディアがこれだけ多彩に

なった状況の中でも行われている。そのことの社

会的な意味について論じていただきます。以上、3

人のご報告をさせていただきたいと思っておりま

す。

時間もありませんので、この発表を立て続けに

させていただきます。皆さんのお手元に質問・コ

メントカードというのがございます。片山先生に

よると、知識・論説に優れた論客がこの中にはそ

ろっていると伺っていますので、ぜひ議論を伺い

たいとは思うんですが、時間の都合があります。

進め方は、誰々への質問というか、それについて

のコメントという形で、こちらのほうに書いてい

ただいて。これを回収して整理して、それについ

て返答するという、なるだけ時間を取らないよう

な形で進めます。そして、質問者から1分程度でお

話を返していただくというような形で進められた

らと思っております。ですから、「違うんだ」みた

いなところが、たぶん出てくるとは思うんですが、

その辺りをぜひコンパクトにおっしゃっていただ

けるとありがたいと思います。ご協力ください。

早速、まず片山さんの発表、基調講演から始め

させていただきたいと思います。それではどうぞ。

片山明久さんで「『聖地巡礼』の意味を考える-観

光社会学から見た『響け ユーフォニアム』巡礼」

です。よろしくお願い致します。（拍手）

片山：皆さん、おはようございます。

一同：おはようございます。

片山：いっぱいお運びを頂きましてありがとうご

ざいます。何かものすごい知り合いの方が多いん

ですけれども、こういう形では普段接しておりま

せんので、かえって緊張するという感じが（笑）。

よろしくお願い致します。それと最初に、このよ

うな機会を頂きました人間学研究所の小林先生、

本当にありがとうございます。

それでは持ち時間30分ぐらいということですの

でなかなか忙しいんですけれども、まず最初の10

分ぐらいで、現在宇治のほうで『響け ユーフォ

ニアム』の聖地巡礼というのはどんな感じになっ

ているのかというのを、ちょっと基礎知識という

ふうに見ていきたいと思います。それから次に観

光社会学の面から見ていくという感じでいきたい

というふうに思います。本プレゼンテーションは

多少画像が出てきます。これは研究目的で著作権

法第32条に基づいておりますので、写真とかはご

遠慮いただけますようによろしくお願い致します。

まず現在の状況についてですが、まず先にちょ

っと確認しておきたいんですけれども『響け ユ

ーフォニアム』という作品は、かなり恵まれた作

品かなというふうに思うんです。なぜならば、ま

ず公式のほうから、ここ２年間宇治のほうとかで、

これぐらい楽しみがあったんです【スライド１】。

お祭りフェスがありましたり、劇場版を見させて

いただいたり、また公式コンサートもありました。

スライド１
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こういうのを皆さまのほうもお楽しみになったと

思います。かなり幸せな状況だったと思います。

それから次に、宇治市さんにきちっとバックア

ップをしていただいた。最初にこういうマップを

作られて【スライド２】。それからパネルを作られ

て、そして宇治の観光センターに置く。駅のほう

にもこの久美子パネル。今日も働き者の久美子さ

んですから来ておりますので、よろしかったら後

でご覧になってください。向こうの会場のほうに

多分おこしになっておられます（笑）。それから県

（あがた）祭りのときには、特別の麗奈・久美子

のパネルが出ました。これもお楽しみでした。

一方で、京阪電車さんにも非常に押していただ

きました。こんなふうにスタンプラリーをやって

いただきました。【スライド３】。今年もまたマイ

ARがもらえるというふうな、非常に素晴らしい

スタンプラリーを継続してやっていただいており

ます。

それから、これを私が言うのは何なんですけれ

ども、この大学で「響け 元気に応援プロジェク

ト」という応援団体がございまして。例えば、今

まで数えてみますと、キャラクターの誕生会とか

お楽しみ会が12回、今回で13回目らしいですね

をやったり、子ども向けの催事とか、いろい

ろやったりしております。こういう活動を、幸い

にもわれわれのところの大学は非常に応援してく

れていまして。京都文教大学のホームページを見

ますとトップ画面のところに「Love Bunkyo」と

いうのがあるんですが、そこにも載せていただい

たりしております。

こんなふうに作品を盛り上げるアクターとして

は役者がそろっているわけですが、今度は聖地の

巡礼ポイントとしては、どんなところにファンの

方が集まっていらっしゃるかということを見てい

きたいと思います。この画像は夷（ゑびす）さん

という方のブログのトップ画面と、それからセキ

さんという方のブログのトップ画面、このお二人

の画像を本人のご了承を頂きまして載せさせてい

ただいております。

まず何よりここに人が来るようになったという

のが、一番びっくりしたことではないかと思いま

す【スライド４】。「私、特別になりたいの」と。

あえて場所の名前を書いていないところがいいで

すね（笑）。「分かるやろう」みたいなことです。

大吉山でございます。次に、ここを舞台にものす

ごくたくさんのシーンがあったんですが、私が一

番好きなのは、やっぱりこのシーンです【スライ

ド５】。「私、塚本のこと好きなんだけど」。もうこ

れはやっぱり一番キュンとくるシーンでした。今

日は特に葉月誕ですので、一番当たっている。久

美子ベンチです。それから「うまくなりたい橋」で

す【スライド６】

一同：(笑）。

片山：ここをうまくなりたいと言って久美子が駆

けていきます。このちょうど真ん中ら辺に映って

いる欄干の所で久美子が泣きました。この場所は

スライド２

スライド３

スライド４

スライド５
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涙に割と縁があるんです。もうちょっと向こう側

で葉月が振られて、緑輝に泣きついて泣くという

シーンもありました。この辺です。

それから、これは２期のオープニングで喜 橋。

ご存じのように、この喜 橋でオープニングの画

像として花火が上がりました。宇治市の観光協会

の専務理事は、このオープニングを見た瞬間に、

どうしたらええやろうと思ったと言っておられま

した。もう花火できへんのにと（笑）。これでファ

ンから「いっぱい花火を上げてくれと言ってきた

らどうすんねん。宇治市の議会に掛けなあかん。」

と言っておられました（笑）。

それから、これも２期のシーンの１つの観流橋

ですが、ここもええシーンなんです。滝先生への

思いとか思慕というか、憧れを麗奈が語るシーン

ですけれども、こういうストーリー性のある場所

というのは、極めてやっぱり印象も深いです。

それからここも【スライド７】。実はここに観光

客が来るとは思っていなかったんですね（笑）。

「私だけ時間が進むのが早ければいいのに」とか、

すごく印象的なシーンがありました。こういうと

ころにファンの方は集っているということであり

ます。

まだこれがありますね【スライド８】。ここまで

来るかという話なんけれども（笑）。ここもシーン

がいっぱいあるんです。何せ２話丸々ここが舞台

になりましたからね。「去年のこともあるから、自

分のことで下級生に迷惑掛けたくないんだよ」と、

これはまあ分かる人なら分かるというレアな台詞

です。夏紀先輩が久美子に言う言葉ですけれども。

非常に好まれています。

また作品ゆかりの中路ベーカリーさんにもファ

ンの方がたくさんお越しになっています。今日は

イベントに合わせて、わざわざパンを配達してい

ただけることになりました。皆さん後で、多少シ

ンポジウムが延びましても昼食はパンがあります

からそれを食べていただいて、ということでお願

いします（笑）。と、もう１つはこちらも作品ゆか

りの幸栄堂さん。こちらにもたくさんのファンの

方が来られるようになっています。今日はイベン

ト会場におまんじゅうもございます。お楽しみ下

さい。

こういうふうに、場所としてはこんな感じなん

ですけれども、楽しみ方としてはいろんな楽しみ

方を、現在ファンの方はされていらっしゃいます。

まず探訪ブログ。これは「日々是妄想」対「ぶら

り聖地巡礼の旅」という（笑）心躍る戦いがあり

ました。本当に１年前の木曜日の朝、目を凝らし

て両方を見に行ったという方も多かったんじゃな

いかと思いますが、最速ブログ２つがガチバトル

をしたということで、素晴らしいことでした。

それからイラストを描いていただいた方も非常

にたくさんいらっしゃいます。われわれどもの響

けPJのほうで募集もさせていただいたので、現在

190枚ぐらいのイラストがたまっております。

それからコスプレを楽しんでいただいている方

も非常にたくさんいらっしゃいます。お名前はあ

えて申しませんのですけれども、本当に何回もい

つも我々のイベントにお越しいただいています。

マライア・キャリーさんも来られています（笑）。

いったい何人いんねやという話ですけれども、増

殖されていらっしゃるという感じでございます

（笑）。これは前回のお楽しみ会のときで20数名い

らっしゃったんです。すごかったです。

それから痛車でお楽しみの方もいらっしゃいま

す。今日は大学に、すでに６台ぐらい痛車が来て

スライド６

スライド７

スライド８
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います。後でご覧いただけたらいいんですが。大

学に痛車を呼んできていいのかという問題もまた

あると思うんですけれども（笑）、一応やってしま

ったものはすぐ帰ってくれというわけにはいかな

いので（笑）、しばらく見ていただくという感じで

す。

それから手作りグッズを作っていらっしゃる方

もいらっしゃいます。これはお酒です。かなり初

期の頃に作られました。それからこの「回る久美

子」。このときは久美子じゃなくて晴香先輩ですけ

れども回るんです。これは１期のオープニングに

出てきた画像なんです。それからバッジを作る方

もいらっしゃって、作るだけではなくてくださる

ということもされていました。それから同人誌も

もちろんあります。私にとっては教科書みたいな

もんです（笑）コミケでも確認できますように、

多数出ています。

それからこの作品のアイテムであります吹奏楽。

これは当然吹奏楽経験者の方でしたら吹きたくな

るということで、久美子ベンチで出会って吹いた

りというのがあったわけです。何せ作品の声優さ

んまで楽器を楽しんでいるというぐらいですから、

この作品にあってはこの楽しみ方は当然という感

じです。その動きが発展致しまして、北宇治高校

OB吹奏楽団という楽団が生まれたということです。

昨年12月には立派にコンサートもおやりになって、

ものすごくたくさんのお客様がお越しになったと

いう状況があります。こうやって新聞にもどんど

ん報道されて、ちょっと注目される現象という感

じになりました。

それから宇治の観光センターに、４月からファ

ンの交流ノート「みんなの交流スコア」というの

を置かせていただいています。現在は15冊目が昨

日終わったところだそうです。これまでの書き込

み数が、だいたい4,500件ぐらい書き込まれている

ということです。こんなふうな場所や楽しみ方が、

現在の『ユーフォニアム』の現状かと思います。

さて、ここから先は、これらの現象をふまえて、

アニメ聖地巡礼の意味を考えるということで話を

進めていきたいと思います。現在アニメ聖地巡礼

の研究というのは、例えば、ざっとこれぐらいの

アプローチがあると思います【スライド９】。まず

１番目、観光学的側面というところなんですが。

これは例えば北海道大学の山村高淑先生がこの面

を研究されておられます。地域とファンの方々は

どんなふうに繫がっていったかですとか、その上

でファンの方は地域のためにどんな活動をしてい

るのか。そこに制作者との三者のトライアングル

というのがうまく形成されると利他性が出てくる。

そういうようなお話をされていらっしゃいます。

それから地域政策的な側面というのも多いです。

これは、最近では一番多いかもしれません。この

アニメおよびアニメの聖地巡礼によって、その地

域にどれぐらいの経済効果があったかという点に

ついての研究です。移り住んできた人が実際にい

ますからね。大洗のふるさと納税は１億2,700万で

したっけ。何かすごい金額になっているんです。

それから次に文化政策的な側面というのもあり

ます。これは研究者としては、あまり多くはない

んですけれども。特に例えば埼玉県秩父市なんか

では、『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らな

い。』のファンたちが 勢まつりを応援するグルー

プをつくっているんですが、今年なんかは 勢を

作るところに弟子入りをしはったらしいです。完

全に地域文化の継承者になっている。そういうよ

うな動きもあるということです。

それから４番目にコンテンツビジネスとしての

側面というのもあるかと思います。これについて

は、皆さんもご存じでしょうけれども、柿崎俊道

さんという方が非常によく発言をされていまして。

いかにコンテンツというのを地域ビジネスとして

結び付けていくかという点への関心です。これは

非常にいい側面でして、何でかというと、ビジネ

スに落とし込めると続くんです。一過性に終わら

ない。だから地域のためにかえってなるというこ

とです。

そして５つ目。さっき最初の表に、観光社会学

と書いてあったんですが、それについて今から少

しだけ時間を頂きまして、お話ししたいと思いま

す。観光社会学は、観光を対象にした社会学みた

いな感じのイメージを持っていただいたらいいん

ですが、限られた時間でもありますので、今日は

２つ、観光社会学のポイントというか、元々注目

しているテーマというのを挙げていきたいと思い

ます。

１つはこれです「情報社会がコミュニケーショ

スライド９
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ンに与える影響」。情報社会というのは、インター

ネットがどこでも使える社会と思ってもらったら

いいです。これが、コミュニケーション、つまり

自分と他人とのコミュニケーションにどんな影響

を与えられるのか、どんなふうに変わるのか。他

者との関係においてわれわれの価値観自身が変わ

ってきているんじゃないかという問いがあるんで

す。ではどんなふうに変わっているのかというこ

とを見てみようということになります。

例えば吉見俊哉さんという学者は、情報社会、

インターネットがどこでも使える社会になってく

ると、われわれは他人との関係を非場所的な次元

へ移行させる、というような言い方をしておりま

す。これをちょっと図式のように解説したのがこ

れです【スライド10】。元々、われわれはどこかに

住んでいますから、お隣さんとか近くの学校とか

とは、だいたい地域縁でつながっているわけです。

ところが情報社会になってきますと、別に無理に

地域縁だけにこだわる必要もなくなってくるわけ

です。そういうときに立ち上がってくるのが、趣

味縁という縁です。この趣味縁なんですが、もち

ろん趣味を通じて仲間というんですか、つながり

を持つと、そういう意味なんですけれども、これ

は自分と他者の距離が遠い・近いに関係がないわ

けです。

これをちょっと整理された方がいらっしゃいま

して、こんな整理をされました【スライド11】。こ

れは図になっていまして、縦軸が匿名性。つまり

上に行けば行くほど知らん人、下に行けば知って

いる人ということです。横軸は親密性です。右側

に行けば行くほど仲がいい。左はそうでもないと

いう感じです。右下から行きますと、今まで、親

密でなおかつめちゃくちゃよく知っている人。こ

れは近い人ですから当然、親友とか恋人とか家族

とか、そんな感じになるんだと思います。一方、

近いんだけれどもあんまりそんなに仲良くないと

いう人は、顔見知り程度です。その上の、「知らな

いし仲もよくない」という人は、これは他人とカ

テゴライズします。

ところで右上なんですけれども「遠いのに仲が

いい」、これは今までの社会ではあんまりなかった

んです。何かめちゃくちゃ続いているペンフレン

ドとか、そんなぐらいでしょうか。ところが今は、

皆さんにもいらっしゃいませんか。遠いのにめち

ゃくちゃ仲のいい人。本名も知らない、電話番号

も知らない、家も知らない、職業も知らないのに

ものすごく仲がいい。いますよね。もうハンドル

ネームしか知らないという。そういう人を、イン

ティメイト・ストレンジャーという呼び方でカテ

ゴライズされたんです。これは富田英典先生が提

起された考え方です。インティメイトというのは

仲がいいということです。ストレンジャーという

のは知らん人です。それは、まさにそういう人が

情報社会には現れてきたということです。まさに

趣味縁の中ではそういうふうな方々が現れてきま

す。

イメージなんですけれども、この趣味縁という

のは決してアニメが好きですとかいう簡単な一言

では済まないです。アニメだって、このアニメし

か好きじゃないとか、写真だとか、いろんなこだ

わりがいっぱい種類があるわけです。だから小さ

な島宇宙みたいなものがいっぱい存在していると

いうのが、本当の図式ということになるんだろう

と思います。この島宇宙、これはインターネット

でつながっている世界です。この縁というものは

バーチャルです。

でも面白いのは、バーチャルだからこそリアル

なつながりがやっぱり欲しくなるんです。『大きな

玉ねぎの下で』という歌がありますけれども、あ

れもペンフレンドの人にはやっぱり結局会いたく

なるんですよね。そういう側面があります。皆さ

んがよくおやりになるオフ会という言葉がござい

ますが、これがまさにそれです。元々はインター

ネットでつながっているんだけれども、たまには

実際に会うと。これは余談ですけれども、なかな

かこの言葉は60歳以上の方に通用しにくいものな
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んです。何でかというと、実際に会うのが何でオ

フやねんという。ここのところにこだわりがある

ということで。会うのはオンやろうとか、そうい

う感じ、気持ち的にはよく分かります（笑）。こう

いうことで趣味縁の中ではよく、バーチャルでは

あるんですけれども、リアルな行動もするという

場合もあります。

その中で、やはり自分のこだわりというのが、

この島宇宙の中に固まってきますので、このこだ

わりを確認するために地域を訪れるという行動に

出られる方が、かなり多いんです。それをアニメ

の場合は聖地巡礼と呼ばれる場合が多いです。で

すから、ちょっとまとめますと、今日的な旅行者

というのは、自分のこだわりを地域で確認したい。

それがもし地域の文脈と呼応したときには手応え

があると、非常に大きな感動が生まれます。一回

この感動を味わってしまいますと、何回もやっぱ

り来たくなる。これが一番、他の観光と違うとこ

ろだろうと思います。

他の商業的な観光というのは、一回来たらもう

いいんです。もっとお得なものがあったら行くけ

れども、それ以上お得じゃなかったら２回目、３

回目は行かないです。2005年に冬のソナタが流行

りまして、40万人ぐらい日本人の方が韓国に行か

れましたけれども、２回行った人はほとんどいな

いです。2回目に行った人は、それは化粧品と焼肉

で行っているんですよね（笑）。ところが宇治に、

この中にいらっしゃいますが、確か145回目の巡礼

をされている方もいらっしゃいましたよね（笑）。

もう端数は分かりません（笑）。こういう人もいら

っしゃいます。

こういうふうに地域にお越しになると、当然何

かこの地域に対して非常に思い入れが出てくるん

です。鈴木謙一さんという方は、この思い入れを

持った方を「ジモト民」というふうに呼びました。

カタカナのジモトです。つまりここに住んでいる

わけじゃない、出身でもない、別に本当の意味で

はこことはゆかりがないんです。でも自分の心の

ものすごく大事なものがここにある。そういう

方々です。

時間がないので、少しここから端折りますが。

『響け ユーフォニアム』の巡礼現場では、実は

このジモト民というのが、非常にたくさん生まれ

つつあるんではないかというふうに思うんです。

これはなかなか証明がしにくいんですけれども、

帰納法的にちょっと事例を挙げてみますと。例え

ば宇治へ頻繁に来られる巡礼者の方がいらっしゃ

います。地域のお店の常連になっている方がいっ

ぱいいらっしゃると聞いています。中路ベーカリ

ーにもう何回行っているか分からへんという方も

いらっしゃいます。それから例えば、これは面白

いですね【スライド12】。これはとあるファンの方

が作らはったんです。真ん中の垂れ幕です。「祝

北宇治高等学校吹奏楽部 関西吹奏楽コンクール

出場記念」と書いてはるんですが、これを宇治橋

通商店街に寄贈されたんです。この人は商店街の

理事長の方なんです。今でも非常に大事に飾って

はるんです。ですからこれは、ジモト民の思いが

通じたというシーンなんです。この方はそれ以来、

誕生会のときにしゃべりにも来てくれはるという

ような構図が生まれたりしているわけです。

それから響け PJの活動の中でも、例えば誕生

日会とかやったりするわけですけれども。それ以

外にも、例えば「第一部 君だけのメロディ 」

という子ども向けのワークショップをやったりし

ているんです。これはよく考えたら作品とはもう

あんまり関係ないことです。地元の子どものため

の活動みたいな感じでやってる気もします。でも

それが結構楽しい、結構評価もされている、とい

うような現象が生まれております。そんなことを

やっているもんですから、同じことを「わんさか

フェスタ」という地域イベントの時にやっていま

したら、今度は市長が来るとか（笑）そういうこ

とにもなったわけです。

それから北宇治高校OB吹奏楽団の方々のコン

サートのときでも、かなりたくさんの市民の方が

来られているという状況が生まれています。市民

の役に立っていると言ってもいいのかもしれませ

ん。満員御礼で断るのが大変だったんですけれど

も（笑）。それから今楽団の中には、宿泊部という

んですか、アクトパル部。常に、定期的にアクト

パルに泊まろうという部が発生しているというこ

とを、昨日か今日に聞きました（笑）。そんなふう

に宇治のほうではジモト民というのが生まれてい

るんじゃないかなということを、まず一つ指摘を

致します。
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そして、もう１点の今日の観光社会学で意識さ

れているテーマについて考えてみたいと思います。

「他者性を持った他者の対比もしくは忌避」。難し

そうな言葉ですが忌避というのは要するに避ける

ということです。他者性を持った他者は、普通の

他者、他人と思ってもらったらいいです。他人ら

しい他人というふうに思ってもらったらいいです。

この方を、知らん人やと嫌やみたいな、そういう

感じで、他人性を避ける。それが今日の現象とし

て起こっていて、あんまりそれはよくないことな

んじゃないかという、そういう問いなんです。

これを理解するために、ちょっとさらにもう１

個だけ少し難しそうに見える言葉を出しましょう。

再帰的近代化という言葉、これはギデンズという

人が言い始めた言葉なんですけれども があり

ます。これはどういう意味かというと、そんなに

内容は難しくないです。これの真ん中のところを

見てください【スライド13】。封建的労働。つまり

昔、近代化される前は封建的な会社やったんです。

子弟制度とかそんな感じで、日本の会社も全部や

ってました。ところが近代化したときに、労働組

合というのを作ろうということで作ったんです。

ところが今やどうなっているかというと、もう労

働組合自身が近代化されてしまって、有形無実で

全然労働組合が機能していないという状態になっ

ているんです。つまり近代化がいき過ぎてこうな

っている。そういうふうに理解してもらったらい

いと思います。家族もそうです。それから国家も

そうです。初めは統治国家から国民国家、市民の

国家へ。でも今はグローバル化して国家そのもの

の存在がちょっと怪しくなってきていると。そん

な感じになっているんです。

これは個人のほうにも結構影響があるんです。

どんな影響か。ものすごくシンプルにいえば個人

化が進むんです【スライド14】。近代化していたと

きは、自由が獲得できるということで、すごい自

由だ、いろんなことができるという状態だったの

です。ところが今は、もう自由過ぎて何でもでき

ます。でも誰も気付いてくれないこともあります。

われわれは誰にも頼ることができない。全部自分

の責任でやらないといけない。そういう寄る辺の

なさみたいなのを感じているのが、現代人のやは

り心の在り方なんです。これは言葉を変えれば、

大きな物語から小さな物語をわれわれは生きてい

ると、そういうようなことになるんだろうと思い

ます。

ただそれがいき過ぎると、例えば山田義裕さん

なんかが言うには、何せ他人を遠ざけますので、

コミュニティーもあんまり存在しにくくなる、コ

ミュニティーの排除の論理と能力によって、今の

社会は苦しめられていると言っています。そして

これがいき過ぎると、ちょっと違ったらすごい叩

く、クレームを言う、そういうような社会になっ

ていきます。今日の社会がギスギスしているのは

ここに温床があるのではないかと指摘しています。

ところが一方で、遠藤英樹先生というこの大学

にも非常勤で来られている先生はこんなことをお

っしゃいます。他者性を持った他者、この出会い

の機能というのを、実は観光という現象が持って

いるんじゃないかというんです。観光はある意味

では遊びです。ということは無為性、つまりある

意味で無駄です。別に役に立つものではないかも

しれない。ところが、それが実は公共圏というの

を形成するためには、非常に重要になるんじゃな

いかということを遠藤先生は言うてはるわけです。

遠藤さんの言う公共圏というのはどういう意味か

というと、こういう意味だというんです【スライ

ド15】。赤字のところだけでも大丈夫です。異質な

価値を有するもの同士が、異質な価値を持ったま

まで集える、一緒にいられるそういう公共圏。そ

ういう在り方を公共圏と呼ぼうと言っているわけ

です。

さてここまで見た上で、アニメ聖地巡礼の現場

では、実はこの公共圏というのが結構生まれてい

るんじゃないかというふうに、私は思うわけです。

例えばこれは、「響け 」のイベントのときに外で
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吹奏楽やワークショップをやっているシーンです

【スライド16】。地域の子ども向けのワークショッ

プです。地域の子ども向けのワークショップやと

言うているのに、おたくの人がいるんです（笑）。

それから、これは外でコンサートをやっていると

きですが、前にファンの方がいっぱいいらっしゃ

います。ところが、後ろのほうには近所のおばち

ゃんが座っていたりするわけです。それから上も

演奏をしているときですけれども、この方は宇治

橋通商店街の理事長なんですが、この右の方は宇

治市の部長さんです。こうやって聞きに来てはる

んです。こういうふうに何か、いろんなアクター

の人が一緒になっていられる空間が生まれている

んです。これは結局、公共圏っていうとちょっと

難しいですけれども、要するに世界感を共有して

緩やかに共感している、そういうような世界とい

うのが、実はアニメ聖地巡礼の現場では生まれて

いるんじゃないかということです。

よく考えますと、北宇治高校のこの間のOBコ

ンサートでも、実はお越しになった方の半分近く

が地元の方なんです。それも高齢者の方、家族連

れの方、いろんな方です。もう本当にいろんなア

クターがいっぱい聞きに来てはるんです。それか

ら、例えばこの大吉山久美子ベンチ、ここでファ

ンの方同士、もしくはファンでない方も、結構出

会うわけです。北宇治OB吹奏楽団も、一番最初

は大吉山の出会いから始まったというのを聞いた

ことがあります。そういう出会いというのが、や

はりさっき言う、いわゆる観光の機能ということ

になるかと思います。

ということで、結論というほど大層なものでは

ないんですが、アニメ聖地巡礼というのは、他者

性を持った他者との関係不全、つまりうまくいっ

ていない状態を突破する可能性を持った行為なん

ではないかと申し上げておきたいと思います。そ

して『響け ユーフォニアム』巡礼は、そのフロ

ントランナーなのではないかというふうに指摘さ

せていただきまして、本日のお話を終わらせてい

ただきます。どうもご清聴ありがとうございまし

た。（拍手）

小林：ありがとうございました。アニメ聖地巡礼

が持つ現代社会における可能性というところまで

踏み込んだお話をしていただいたと思います。引

き続きまして、本学の臨床心理学部の教授であり

ます名取琢自さんに「心理学から見た『響け ユ

ーフォニアム』の魅力」についてお話ししていた

だきたいと思います。今、片山さんがお話しにな

った内容で、だいたい私も聖地巡礼の現代社会に

おける意味ということについては、理解できたと

いうような感じが致します。それは新しい公共圏

の形成という問題が、非常に重要なファクターと

いうか機能という形でご説明があったと思います。

これは皆さんが一番体験なさっているところにい

らっしゃると思いますので、ぜひそのような経験

についての具体的なご意見等、あるいは知見があ

れば、教えていただければありがたいと思ってい

ます。この内容、概要を受けて、今度は名取さん

のほうから「心理学から見た『響け ユーフォニ

アム』の魅力」ということで、内的な世界につい

てのお話というふうな形になると思います。よろ

しくお願い致します。

名取：ありがとうございます。ではお時間を頂戴

して、少しお話させていただきます。私は心理学

者であるとともに、心理カウンセラーでもありま

して。実際に『響け ユーフォニアム』というの

に出合ったときに、アニメは元々好きだったんで

すけれども、非常に感動いたしました。昨日やお

とといも、通しで第１シリーズを見てだいぶ泣き

ました。ですので、みなさんどうぞ優しくしてく

ださいね。(笑)

この作品は本当に、いろんな心理学で検討でき

る豊富な素材があります。やはり実体験を元にし

て編まれた物語であるということは、非常に大き

いと思うんですけれども。そういう点でいいます
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と、心理学では社会心理学や組織心理学、滝先生

はどんなふうにまとめていったかとか、そういう

のもあるし、青年期の心理学、いろいろいくらで

も検討できるんですけれども。私の専門が深層心

理学ですので、ちょっと怪しいかもしれませんけ

れども、心のリアリティーという点からお話しし

て、この『ユーフォニアム』の魅力について共有

できればと思います。

私が専門とする臨床心理学では、「臨床の知」と

いうことをすごく重視しております。これは「自

然科学の知」との対照で、中村雄二郎先生がまと

められた３点があります。「パフォーマンスの知」

である、体や技術や経験と不可分な知である、と

いうこと。それから「コスモロジー」。これは先ほ

どもちょっと出てきたんですけれども、社会学や

人類学でもされているとおりで、個人や共同体に

世界観があって、それぞれが独自なもの。だから

自然科学唯一の世界観ではなくて、それぞれの時

代や地域や、それから先ほどのインティメイトな

ストレンジャーとの間でも共有されるような世界

観がある。それを否定せずにちゃんと見ていこう

ということです。それから「シンボリズム」、象徴

的な理解。表面に見えているものだけではなくて、

その奥に何かが隠れているんではないか。それと

か一見こう見えるけれども、別の解釈も可能では

ないかというふうにして、物事を多義的な出来事

あるいは比喩としても理解していくということを

します。

特に私が今両足を突っ込んでおります「元型的

心理学」という、多分ご存じない方が多いと思わ

れますが、そういう心理学があります。ユング心

理学というのはちょっとは知られているんですけ

れども、C・G・ユングという方が自分の夢の自己

分析といいますか、そこから見付けられた心理学

です。それをより、それこそフロントランナー的

に頑張ってやっているのが、この元型的心理学と

いうものであります。イメージを尊重し、その

個々との関係を重視する立場です。

イメージは心の直接的な表現であるというふう

にみなします。これは何か、例えが難しいんです

けれども、こういうアニメーションがあったとし

て、それを、実はこれは親子関係の話だよねとか、

英雄の誕生だよねとかいうふうに、あるテーマに

絞り込んで、そこで満足するのではなくて、この

シーンのこの表現にこんな心が表れているよね、

というところまで直に認めていく、そういう感じ

であります。

実際には、夢分析ですとか物語の分析、それか

ら心理療法の中でもイメージを用いるときに、す

ごく力を発揮します。私はこの大学では夢のドリ

ームワークというのをやっていまして、みんなで

夢の世界に一緒に入っていって探検するような授

業をやっています。そういうときも、このイメー

ジを信頼してそれに付き従っていくということが

すごく役に立っています。

私の持ち時間15分ですので、ちょっとかなり駆

け足になるんですけれども、『響け ユーフォニア

ム』、じゃあどこに魅力を感じるのかですが、私は

本当にたくさん魅力を感じたんだけれども、今日

お話しするのは３点に絞ってきました。

１つは非常にこの作品は美しいということです。

きれいなんです。美しいということ。ただ見た目

がきれいというだけではなくて、何かそこに自分

の［胸を差して］、この辺がきゅんとくるような、

じわっとくるような美しさに満ちあふれています。

それにはさまざまな、これを実際に作品として作

られた方々の、ご苦労や創意工夫があってのこと

なんですけれども、そして京都アニメーションの

伝統的な技術のクオリティーの高さでもあるんで

すけれども、感覚的なリアリティをすごく追及し

ている。感覚的というのがまた、これはアニメで

言いますと音と光なんですが。ストーリーの中に

は、そこに痛さであるとか、重さであるとか、切

なさであるとか、そういう感覚的なものや情緒的

なものも、すごく細やかに豊かに表現されていま

す。ここは一つ大きなポイントかなと思いました。

それから翳(かげ)りのある人物像です。これは

先ほど片山先生がおっしゃっていた「他者性のあ

る他者」ということとすごく関係が深いんですけ

れども。登場人物それぞれが、何かを、ただ光り

輝いてかわいらしいだけではなくて、非常に邪悪

な面とかエロい面とか、人には言えない何かを隠

し持っていたり、そういう黒い歴史があったり、

翳りがある。翳りがあるということは、自分の中

でもこれを直視したくないような、何か他者性の

あるような自分というのを抱えている。それが人

物像にすごく立体感とか実在感をもたらしている

と思います。

これが描かれるアニメというのは、実はそう多

くないんじゃないかなと、私は思っています。例

えば『新世紀エヴァンゲリオン』とかでも相当翳

りはあるんだけれども、あれはダークな翳りであ

って、そこにリアリティーはあんまりないんです。

あれはやっぱり絵空事的世界、設定の世界という

感じなんです。ただ、別にエヴァンゲリオンも大

好きで、悪く言っているんじゃありませんよ。描
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こうとしていることのジャンルがちょっと違うと

いう感じです。『響け ユーフォニアム』のほうは、

かなり生身の人という感じなんです。生身の等身

大の、でもファンタジーだから、どちらかと言っ

たらあり得ないほどの人たちなんだけれども、だ

けれども、そこにある一種の翳りとか重みとか憂

いがある。それがすごくいいなと思っています。

そして第３に、心の変容のプロセスが描かれて

いると思います。これも作者の方が意図されたか

どうかは分からないですけれども、第１シリー

ズ・第２シリーズと見ていく中で、主人公たちが

やっぱり変わっていく。そしてそれは、自分との、

自分自身をどういうふうに生きていくかという態

度とか技術とか、それから自分の心をどう目指し

ていくかとか、そういうことがちょっとずつ変化

していく。心理療法家としては、そこがちゃんと

描かれているというのはすごいなと思いました。

だからといって、これがリアルな現実の物語と

言っているわけではなくて、やっぱりこれはアニ

メの作品なんですけれども。

では、今の３点について、ちょっとずつ詳しく

言います。１つはこの、美しさとか感覚的リアリ

ティーについてです。これはもうご覧になってい

る方には、それこそ言うまでもないことではあり

ますが、私は今日初めてこの『ユーフォニアム』

というものに触れる人もいらっしゃるかと思って、

あえて用意してきたのでお許しください。

まず、キャラクターの造形が美しい。これはい

いでしょう。そして色彩・透明感・空気感が非常

に画面に満ちあふれている。構図としては臨場感

があり、高さと奥行きの表現、俯瞰（ふかん）の

シーンなどにも、リアルな美しさといいますか、

すごく工夫されています。それから写真的な技法

としては、これも皆さんのほうがむちゃくちゃ詳

しいと思いますけれども、焦点距離の設定であり

ますとか、被写界深度、ぶれなど、この写真的な

パラメーターを駆使して。そしてあえてベタのク

リアな画面ではなくて、ちょっとそこにレンズか

ガラスを通したような表現をしている。そして色

温度とか、ぶれ方にも工夫がなされています。そ

れから音声・音楽・背景音は言うまでもありませ

んね。例えば主人公たちが歩いているところで、

車がギュッと通っていくときの音であるとか。そ

の騒音といいますか、ノイズであるとか。その感

じもリアルに描かれています。

美しさというのはどうしても、言葉だけでは説

明しにくいので、私が秘蔵しておりました劇場版

チラシ、これは家に飾っていたんですけれども、

お見せするために持ってきました。「もっと、うま

くなりたい」という、このシーンにも光とか、そ

れとか細部へのディテールへのこだわり、写真的

表現がなされています。これは逆光で、ハイライ

トのところがハレーションを起こしているとか、

わざとそのように描いています。そしてこれで、

本当にその場を誰か高校生のカメラ少年が映した

かのようなリアリティーが生まれています。とて

も美しいです。これはチラシの裏面です。このや

はり涙の表現なんかが素晴らしいんです。最近の

アニメはこの辺はどれも素晴らしいんですけれど

も、特に『ユーフォニアム』ではよく泣きますし、

私も泣かされましたが、この涙。これはすごい存

在感があります。「くやしくって死にそう」「そし

て次の曲が始まるのです 」ですよね。

こういったことから、どういう心理的な効果が

生まれるかについて、私なりにまとめてみますと、

画像から重みとか身体性が感じられること。そし

て視聴者も同じ場面に立ち会っているかのような

感じを、より味わうことができると思います。温

度や湿り気などの皮膚感覚も追体験できる。特に

水や水分の表現。水とか雲とか空とか、その表現

は京都アニメーションのお家芸といっていいので

しょうが、すごく豊かです。そして今回は、カメ

ラ的表現も取り入れることで、映像にちょっとク

ラシックな感じが生まれています。特に夕暮れの

シーンも多いんですけれども、色温度がそこでち

ょっと低くなっていく。私も昔カメラをやってい

ましたから、この辺はすごく敏感なんですが。こ

ういうところが空気感でありますとか、夕暮れの、

空気の何かちょっと煙たいような香りがする、あ

の瞬間とか。ああいうのが思い起こされるわけで

す。そしてそれはノスタルジックな雰囲気を醸し

出していると思います。こういったことは、私は

別に、私自身も勝手に感じていたんですけれども。

今回のシンポジウムをきっかけに、できるだけ資

料に当たろうと思って、いろいろ見ていたところ、

この『アニメスタイル』（No.7）に、カメラ的表現

については相当詳しく書かれていました。ご興味

のある方は、もちろんもうご存じかもしれないけ

れども、参考になりますので、またお読み下さい。

さて、それから翳りのある人物像ですけれども、

この「うまくなりたい」もそうです。片山先生の

ご発表にも「うまくなりたい橋」が出てきました

よね。これは、音楽というものをやられたことが

ある方は分かると思うんですけれども、うまくは

なかなかできないんです。完璧な演奏というのは

ほとんど無理で、常に不完全な自分のもどかしさ
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とかつらさを感じ続けないといけないわけです。

常に「駄目な私」「できない私」ということを、ほ

ぼ感じ続けるという時間がすごく長い。

それから主人公ですが、辛辣で冷静な久美子さ

んとか、ぽろっと言うことがすごくきつかったり

する。それから無邪気な正義感があって、向上心

もあって、そして恥じらいも併せ持つ。この主人

公が、例えば強いだけではないんですね。「俺は海

賊王になる」とか言う（『ワンピース』の）ルフィ

君はなかなか面白いんですけれども、ああいう単

純なスカッと割り切れるキャラクターではなくて、

そこに翳りがある。矛盾があるし他者性が入って

いる。それがこの物語の、心理学から見ると非常

に上等な描写であると思います。主人公は知らな

いことや分からないことだらけです。本当はこの

人は何なのか、何をしたいのか、何を思っている

のか分からない。その主人公目線に、私たちは導

かれるわけです。

それから気付かずに人を傷付けたり裏切ってい

ることもあります。（麗奈さんが）「裏切ったら殺

すよ」とか言っていましたけれども。人間という

のはどうしても、裏切りたくなくても結果的に裏

切ってしまう瞬間があって、これがなかなか切な

いんですよね。このリアリティーも書かれている。

こうした翳りが、人物像に厚みをもたらしています。

これは精神分析でいいますと、妄想分裂ポジシ

ョンから抑うつポジションという言い方がありま

す。非常に子どもっぽい幼稚な心理、幼稚といっ

たらちょっとあれですけれども、非常に原始的な

心理ですと、いい人は100％いい人で、悪い人は

100％悪い人。この世の中には敵か味方か、１か０

しかない。そういうような「妄想分裂」的な世界

観、非常に極端に言ったら、そういう世界があり

ます。その場合は敵をやっつけて、全て爆破して

しまえばスカッとする。そして正義が勝ってよか

ったねということになるし、もし正義の味方の中

に何か邪悪なものが入っていたとしたら、その人

は完全な敵であって、その人からその邪悪な部分

を取り出さなければいけなくなる。そしてまた元

のピュアな状態に戻してやる。こういうのが妄想

分裂的な世界の味わい方なんですけれども、これ

はやはり極端なんですよね。

それが大人になっていくにつれて、「抑うつ」的

なポジションが優勢になっていく。これはメラニ

ー・クラインという精神分析の先生が開発した理

論です。この抑うつ的なポジションというのは…

現実的には、例えば、親のことを考えていくと分

かるんですけれども、「いい人でもあるけれども、

うざい」とか、「ここがなければなあ」とか。この

人を、全体的には私は肯定的には見ているんだけ

れども、でも嫌なときもある、とか。逡巡します

よね。この感じ。この「他者性を持った他者」が

自分の中にずっと居続けるような感じ。それを排

除しない。これが抑うつ的なポジションというふ

うに言っていいと思います。

この主人公たち、登場人物たちは、どちらかと

いうと、この抑うつ的なポジションをずっと貫く

姿勢を持っている。そこがいいなと思うんです。

（パワーポイントの画面ではセリフに名前が添え

られているので）僕は（片山先生と比べれば）野

暮ですね。名前を書いていますが。「くやしくって

死にそう」（麗奈）というセリフ。これは、「悔し

いから死んでやる」ではなくて、「悔しいから殺し

てやる」とかでもなくて、「死にそう」というのは、

死にそうな自分のつらさを抱えたままずっと居続

ける、そこへ留まっているということです。これ

が抑うつ的ということです。

それから「そして次の曲が始まるのです」（久美

子の声）のセリフ。これは各話のエンディングで

ほぼ出てくるんですけれども、これがすごく僕は

いいなと思いました。次の曲が始まったからとい

って、前の曲がゼロになるわけではない。完全に

切り替わるわけではなくて、前の曲が出てきたり

もします。だから、これは次の曲が前の曲に加わ

っていくということなんです。積み重なる歴史。

そして曲がもう始まってしまうと、これは自分に

はどうしようもない。始まってしまうと、プレー

ヤーはそれをそのテンポで弾き続けないといけな

いわけですから、これは待ったなしの、その文脈

の中に自分も投入されるということです。そして

これは音楽というものが持っている素晴らしい特

質である一つですけれども、常に自分よりも大き

な存在に身を任せていく、そのような感覚がある

ということです。音楽は自分よりも大きいんです。

さて、時間もありませんので、いくらでもしゃ

べれるんですけれども、ちょっと急いでいきます。

心の変容のプロセスが描かれていること。私は心

理療法を実際に日々行っていますので、そういっ

た変容のプロセスによく立ち会うことがあります。

なので、この作品をそのようにも見ることができ

るということです。それから人格と魂（たまし

い）。これは私の好きな元型的心理学が得意とする

考え方なんですけれども。自分よりも大きな自分

というのを想定する。それを魂と呼ぶわけです。

そしてユング心理学のまたすごく重要な比喩でも

ある、錬金術との類似性をちょっとほのめかして、
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私の話を終えたいと思います。最後に、ちょっと

ご辛抱ください。

心理療法というのはどういうものか。ご経験の

ある方もいらっしゃるかもしれないですけれども、

あえて言うとこんな感じです。内面の問題があっ

て、生きにくさが生じている状態で相談に来られ

ます。この初期状態から、お互い、治療者と、そ

れから実際のクライアントさんが手を尽くして、

より生きやすく納得のいく状態に移行しようと、

そのために頑張るんです。「納得がいく」ようにす

る。（香織先輩の）オーディションのときにありま

したよね。心理療法では、現在自分が陥っている

パターンを認識し、変えようとする。やっぱり同

じままで留まるというのもあるんだけれども、だ

いたいにおいては何かどこか変わろうとすること

が多いです。そのときに人格的変化や行動パター

ンの変化が生じ、それが定着していくようなプロ

セスを経ることになります。心理療法というのが

やっていることを、すごく端折って言うとこうな

ります。

これはお料理とか錬金術にも例えられます。人

格と魂という視点です。人生を貫く魂という視点

をあえて設定します。すると、個人の人生は、魂

が自らを再発見し成就していく過程であるという

ふうに、人生の終わりの視点から人生を振り返る

ことで見えてくるものがある。ここでけんかした

のはこういう意味があったんだと。ここで私がこ

のことを。ここで進路を変えた、楽器を変えた、

というふうにいろいろあるんですけれども。つま

ずいた、けんかした。それにはこんな意味があっ

たんだ。そして全体を通して、私の魂というもの

が生きたんだ、というふうに見る。すると、この

魂は人によって性質も形も異なっていると考えら

れます。そしてこの魂とやらは、比喩で言ってい

るんですよ、本来あるべき姿やいるべき場所に帰

りたがっているように見えます。

麗奈さんはやっぱり、自分の魂が行きたい場所

に行きたがっていて、これに突き動かされていく。

どの方もそうかもしれません。「私、命掛けてます

から」という、あのみどりさんもそうです。帰り

たがっている。さっきノスタルジーということを

ちょっと画面のところで申し上げましたけれども、

魂は帰りたがるということが、一つ大きなポイン

トかなと思います。聖地巡礼も、そういう意味で

は巡礼者が帰りたがっているわけです。自分が本

来触れたい場所、属したいもの、関係を持ちたい、

ご縁を持ちたいところに帰ろうとしている。そう

いうのが、例えば「楽器と本人が赤い糸で結ばれ

ているのよ」という、あすかさんのセリフにもあ

りますけれども、赤い糸というのは、自分よりも

大きなものが自分を動かしている、運命づけてい

るということであります。

そういうわけですから、見掛け上の適応状態が、

案外、魂の方向に反している場合もあったりしま

す。ひょっとしたらこのオーディションのとき

（第10・11話）に、麗奈さんはわざと負けてあげ

たらよかったのかもしれない。けれども、それは

できなかったし、しなかった。それをすると適応

はよくなるかもしれない、先輩受けはよくなるか

もしれないけれども、魂は傷付き、より苦痛を発

するわけです。それはできない。

錬金術の比喩にいきます。錬金術というのは、

魂の現象を物質に仮託して比喩として語った。そ

のようなファンタジーの表現であるというふうに

みなすことができます。『鋼の錬金術師』とか、錬

金術という言葉はもう非常に有名ですし、ゲーム

にもなっていますから、私よりも知っている方が

いらっしゃるかもしれません。心理学的に見ます

と、錬金術というのは、変容のプロセスの比喩と

いうことになります。

それでいうと、この世界観は、あらゆる物質が

本来、元々金であった。それがいろんな事情で、

今は鉄とか鉛とか土とかをやらされていて、悠久

の時間を経れば、やがてみんな全部の物質は金に

戻ろうとする。そういう世界観です。ただしそれ

はすごく時間がかかるので、人間の手によってそ

れを速めてやろうとする。それが錬金術の「術」

の部分です。あえてスピードアップしようという

ことです。スクリーンの下に表示されていますよ

うに、自然に反する行為、“Opuscontranaturum”

という言い方があります。自然に反するオーブス

（Opus）、すなわち技、作業である。だから滝先

生のように無理を強いるわけです。

錬金術の作業にはいろいろな段階があるんです

けれども、燃やす、溶かす、固める、高める、殺

す、分ける、つなぐなどがあります。燃やすとい

うのは、自分の中にある不純物を燃やし尽くして

白い灰にしてしまうことですし、溶かすというの

は、ものが反応できる状態に持っていくこと、溶

液にするということです。凝固というのは、一定

の安定した状態にするということ。ここには、火

でありますとか、水でありますとか、土でありま

すとか、そういう五大元素との対応もあります。

こういう作業の視点から『ユーフォニアム』の

アニメを見ると、どこで燃やしているかとか、ど

こで溶かしているかとか、どこで固まってしまう
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か、殺しているかなど、その辺を見るととても面

白いです。［スライド］これは昔の錬金術的な文献

のイラストなんですけれども、天から露が降りて

いる、そういう絵です。これなんかは、僕はこれ

を見たときに、それこそ「聖地」(大吉山)から見

下ろしたときの宇治市街のきらめきをすごく連想

しました。露が滴っているわけです。この露につ

いてこんなふうに書いてあります。「Oh dew, Our

matter is celestial, spermatic, dewish, electric,

virginal, universal」。こんな言葉が残っている。

「天から降る露よ。私たちの物質よ。これは天と

のつながりであり、そして地の種であり、そして

露そのものである。電気的であり、処女的であり、

普遍的である」。こういうものを『響け ユーフォ

ニアム』は持っているんじゃないかなと僕は思い

ました。

錬金術でいいますと、ちょっと時間がないので

簡単なことしか言えないんですけれども、例えば

こんな言葉が私には思い付きます。「全てが水にな

るまでは、いかなる作業法も行ってはならない」。

滝先生が、最初に全てが水になる状態に持ってい

ったのは、すごく印象的でした。「皆さんが決める

んですよ」、「皆さんの自由です」と言いながら、

これは初期状態が反応とか変化を受け入れる状態

に持っていっているわけです。最初にこれをやり

なさいと言ったのでは、ただみんなこわばるだけ

です。それは時間をかければ何とかなるかもしれ

ないけれども、非常に能率が悪いです。反応が起

きやすい状態になるまで、水になるまで待つとい

うことがあります。

それから「燃焼はその物体の内的な熱によって

のみ生じる」とあります。外から熱を与えても焦

げてしまうだけで駄目なんです。だから中から熱

がじわっと湧き起こってくるまで、やっぱり待た

ないといけない。そしてその次です。その熱は

「それに親和的な、外的な温かさの助けが必要で

ある」。同じものが好きな、同じような性質を持っ

た人が、外から温かくその熱を守るということが

必要である。こういうのも、このアニメのストー

リーから、私はこういうことが起きているなとい

うふうに思いました。「なじまない薬品による燃焼

は、何らかの効果はもたらすとしても、その金属

の性質を破壊するだけである」。破壊的な熱とそう

でない熱があるということです。

まだまだいくらでも言えるんですけれども。す

みません。こんなところで。私、持ち時間をちょ

っと超過しちゃいましたが。心理学者としては、

こんなふうにこの作品から豊かなものを頂いたと

思っています。どうもご静聴ありがとうございま

した。（拍手）

小林：ありがとうございました。臨床心理学のシ

ンボリズム的な解釈を中心に語っていただきまし

た。ぜひこの辺はもっと聞いてみたいというのが

ありましたら、ご質問のほうに反映させていただ

ければありがたいと思います。引き続きまして、

山崎晶さんの「『聖地巡礼』のメディア論的意味-

ライブ文化としての『聖地巡礼』」ということでお

願いしたいと思います。よろしくお願い致します。

山崎：こんにちは。山崎です。専門はポピュラー

音楽やメディア文化の社会学で、アニメの音楽を

研究しております。

先ほど、聖地巡礼がいかに興味深い現象かを、

片山先生からお話しいただきました。ただ、2000

年代以降のレジャーの在り方というのを見ている

と、何も聖地巡礼だけが特異な現象ではなくて、

他にも似たような現象があると考えます。そうし

た観点から、最後にお話しさせていただこうと思

います。

まずはライブ文化という観点から聖地巡礼を捉

えてみようと思います。それから、ライブに行く

ということは何を意味するのかを考えていこうと

思います。内容としては、片山先生がされたお話

と少し似た面があります。

まず、現在のレジャーのあり方を押さえておき

ましょう。今スライドに出しているのは、コンサ

ートとライブの年間売上額の推移です。1996年か

ら始まっています。この年はCDの売上額が頂点

に来た年です。その後どんどんCDが売れなくな

るのとは反対に、ライブの売上額が非常に上がっ

ております。つまり家で１人で聴くよりも、どこ

かへ行って聴くという状況が増えていることがう

かがえます。ただし、コンサートの売り上げとい

うと、高名なミュージシャンなら１人呼ぶだけで

大変なお金がかかるのだから、件数として多くな

いとも考えられます。では、レジャー、余暇活動

としてコンサートに行く人は、どれぐらいいるの

かを見てみます。『レジャー白書』の2016年度版に

よりますと、観光、国内観光旅行が１位になって

います。ドライブは３位で、コンサートや音楽会

に行くことは16位に入っています。このように上

位20位以内に、観光とドライブとコンサートとい

う、聖地巡礼や音楽フェスに関わることがランク

インしています。

もう１つデータをご紹介しましょう。Blu-rayを
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買って見ることは、アニメファンの作品への究極

の愛の示し方だと言われます。そこで、ビデオソ

フトの売上金額の推移を見てみましょう。ただし、

これはあらゆるジャンルのDVDの売り上げのデ

ータです。ピークは2005～2006年辺りで、その後

下降しています。背景の一つには、動画配信のサ

ービスが、合法・違法含めて多数出てきたという

こともあるでしょう。いずれにしても、パッケー

ジを買って楽しむ人が増えているわけではないこ

とがうかがえます。

つまりこれらの３つのデータから、家でじっく

り作品を見るというよりも、どこかに出掛けて楽

しむ人が、かなりの数で増えているといえます。

それから、音楽関連でご紹介しますと、特に海

外ミュージシャンに多いのですが、レコード会社

ではなくイベント興行会社と契約を結んだ上で音

楽活動をするというパターンが増えてきています。

たとえばマドンナやU2、シャキーラなどです。音

楽活動をしている人たちも、音楽を売ることでは

なく、ライブパフォーマンスを見てもらうという

ことで、作品作りのモチベーションを得るように

なりつつあるのです。残念ながら日本ではまだま

だレコード会社が強いので、そうした人たちは少

数派です。世界的に見ると、音楽というのは聴く

のではなくて、パフォーマンスを見るというもの

へと変化しています。

そこでライブ文化からロックフェスティバルと、

聖地巡礼の接点を探していきましょう。まずはロ

ックフェスに行ったことがない方に向けて、少し

説明します。代表的な国内のロックフェスには、

フジロックフェスティバル、北海道でやっている

ライジングサン、地元開催の京都大作戦、東京と

大阪で行われる室内型フェスであるサマーソニッ

クがあります。だいたい年間200以上のフェスが、

国内で大なり小なり行われています。

では、フェスの特徴について、私が何回かフィ

ールドワークに行っている、大型野外フェス・フ

ジロックフェスティバルについてお話しをしてい

きます。フジロックでは、同時に複数個のステー

ジが進行します。これはフジロックの会場図です。

場所は新潟県の苗場スキー場です。暇な夏のスキ

ー場を使っての開催です。会場内に約10数個のス

テージがありまして、これらが全て同時に進行し

ていきます。この会場入り口から一番端のステー

ジまでが５～６キロあります。会場内では食事な

どのインフラが整備されていて、一日飽きること

なく過ごせます。

面白いのは、直前まですべての出演者が分から

ないということです。目玉のミュージシャンは

早々に決まりますが、直前まで出演者の調整が行

われています。したがって、来場者は特定のミュ

ージシャンを目当てに行くのではなく、フェスと

いうイベントを楽しみに来ているという方が妥当

です。

では人々はフェスで何を楽しんでいるのでしょ

う。まずは音楽のイベントですので、当然ステー

ジを楽しみにしています。会場は野外なので、森

林浴が楽しめます。一日５～６回はにわか雨に遭

遇し、泥だらけの地面と格闘せざるを得ません。

またキャンプ泊は必須です。たとえ大人でも、川

での水遊びやシャボン玉を吹いて楽しむことが許

されます。あとは朝からお酒が飲めることも楽し

みとしてよく挙げられます。つまり音楽を聞きに

行くというよりも、むしろ音楽に付随する多様な

物事を楽しむイベントなのです。

これはフジロックに限ったことじゃなくて、ロ

ックフェスの参加者の楽しみ方といわれています。

『ロックフェスティバルの社会学』という去年出

版された研究書の著者である永井さんが提示した

データをご紹介します。世界中でロックフェスが

ブームで、これはアメリカで行われた研究のデー

タです。音楽そのものを楽しみに参加している人

は、確かに36％いるのですが、だいたい60％ぐら

いの人たちが、音楽以外のものに魅力を感じてフ

ェスに参加しています。ちょっと駆け足になりま

したけれども、ロックフェスとは何なのかという

と、音楽プラスアルファの要素を楽しもうという、

イベントです。ということは、楽しみ方は人の数

だけ存在します。

これを伏線にして、聖地巡礼とロックフェスの

共通点を探っていきましょう。まず特定の形がな

いということです。聖地巡礼に、「正しい聖地巡

礼」の形はありませんよね。もちろんマナー、倫

理面でのNGはありますが、回る順番や、休憩を

とる場所などの指定はないですね。人によったら、

宇治の抹茶スイーツを楽しみながら巡礼するだろ

うし、一途に回る人もいる。これはロックフェス

でも同じようなことが見られます。大体朝10時ぐ

らいから演奏が始まりますが、起きたら昼の１時

だとか。今日は一つもステージを見なくて、川で

遊んでいたとか。どのような過ごし方をしても良

いのです。ですから、いずれも関わり方が非常に

自由です。ちょっと脱線しますが、聖地巡礼って

アニメのファンカルチャーの中でも少し特殊です

よね。たとえばコミケやコンサートは、かなり厳

格に時間前行動が行われます。そうした時間に厳
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しい側面を持つにかかわらず、聖地巡礼に関して

は比較的おおらかです。

それからウェブで体験が配信されるというとこ

ろも、共通点だと思います。聖地巡礼もフェスも、

体験のノウハウがウェブを通じて伝達されていき

ます。それから魅力や体験も配信されていきます。

これは２つに共通することだと思います。とりわ

けロックフェスは野外で行われて、しかも山間部

で行われることが多いので、下手をすると怪我に

つながるので、単に情報だけではなく、場所や手

段のシェアなど多角的に行われます。

去年私がフェスに行った時の画像をご覧くださ

い。車の後部は荷物でパンパンです。キャンプす

る関係上、大量の荷物が発生します。電車の移動

は大変なので、だいたい車を使います。車を持っ

ている人や、車は持っていないけれども免許を持

っている人など、いろいろな人を寄せ集めて分乗

して行きます。また、テントを張る場所について

も、仲のいい人たちや知り合いを集めて、テント

村のようなものを作ります。ウェブで仲間を募っ

て一つのテントをシェアする事も日常的に行われ

ています。特に大事なのは、シェア仲間であって

も、四六時中一緒にいることは全然ないというこ

とです。むしろテントに戻ってきたときに「あの

ステージがよかった」とか「今日のシャボン玉は

よかった」といった体験をやりとりすることで、

つながっていくところがあります。

また、ロックフェスの場合はステージがどんど

ん進行していきますので、Twitterを通して位置

情報のやりとりが頻繁に行われます。これは2010

年のライジングサンというフェスの中で、先ほど

紹介したフェスの研究者である永井さんとそのお

友達でやりとりされたログを起こしてきました。

Aさん・Bさん・Cさんが出てきます。ちょっと

見にくくて申し訳ないのですが、１人だけこの会

場にいない人がいます。つまりライジングサンに

参加していない。でもこのアカウントに入ってい

るという人がいます。Bさんです。Bさんは参加

できなかったけれど、フェスの様子が知りたくて

このアカウントに入っている人です。ではAさん

とCさんのやりとりを見ていきます。Aさん「夏

向けセットリストでした、達郎」、これは山下達郎

のことです。それに対して、Bさんがそれを見て

「ハッシュタグで映像気分が味わえるわ」といっ

て、感慨深く言っているんです。それに対して、

Aさんが「一番前でごあいさつしてきます」と一

番前でそのミュージシャンを見てきますよと返し

ています。またCさんは、UAのステージに行っ

ていると言っています。Cさんはさらに、Aさん

が行っているSoul Flower Unionのステージの後

も、そこの会場にいますかということを尋ねてい

て、Aさんが「じゃあ後で落ち合いましょう」。そ

うしたやりとりが分刻みでされています。そのや

りとりをする中で、どんなステージを見ているの

か、どんな曲をやっているのかとか。それだけで

はなくて、どこかで合流しましょうというやりと

りも行われています。聖地巡礼の場合は、探訪記

がwebでの交流に相当するでしょう。

さて、ではこれら２つの「実際に出掛けないと

味わえない」ライブ文化から見えてくるものにつ

いてさらに考えを深めていきましょう。

まずは特定の形がない楽しみ方について。少し

複雑な話をします。（ロック）フェスティバルや聖

地巡礼という言葉には、どちらも宗教的な意味合

いが含まれます。ということは、儀式について一

定のスタイルがあるはずです。例えば伝統的な宗

教儀礼である秋祭りは、収穫祭の一種です。神輿

を出して、神様に今年の豊作の感謝の気持ちをさ

さげます。感謝の気持ちのささげ方は、毎年パタ

ーン化されています。一方、現代型の聖地巡礼と

ロックフェスには、どちらも形式がない。ただ

人々が集まること自体が強力な興奮材料になって、

平凡な日常を生きるときのアクセントとして機能

しているのです。

また、特定のスタイルがないということは、

個々人がそれぞれの巡礼体験やロックフェス体験

という「物語」を楽しむことが認められていると

言い換えられます。これはネガティブに捉えれば、

「個人化」「タコツボ化」といえますが、どのよう

な楽しみ方も肯定されるという良い点があります。

それぞれが体験という名の物語を紡いでウェブで

発信することを通して、さらに不特定多数の誰か

とつながるということを楽しんでいるのです。こ

うした傾向は、アニメのファン文化には比較的多

くみられます。例えばコスプレやイラストです。

今出しているスライドは、「キャラフェス」とい

う、香川県高松市の商店街で行われるコスプレイ

ベントの写真です。商店街という完全にオープン

な空間でのコスプレイベントで、地元の中学生か

らコスプレイヤーとして活動している人までが楽

しんでいます。クオリティーもさまざまです。ス

ライドの一番端は私の当時１歳の息子のコスプレ

姿で、衣装は私が作りました。彼を抱っこしてい

るのは中学生の女の子です。衣装をどこで買って

きたのと聞いたらドン・キホーテと言っていまし

た。その隣は、ご自身で衣装を作られたという、
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レイヤー歴の長い方です。再現率が一番高いもの

は、自作の方ですよね。でもそれぞれが堂々と楽

しんでいます。

同人イラストでも似たようなことが見られます。

例えば同人サイトのpixivにアクセスして（『響

け ユーフォニアム』の）久美子ちゃんを探して

みたのですが、実にいろんな画風の久美子ちゃん

がいました。イラストの画風に個人的な好みが強

く働くけれども、pixiv上では多様な久美子ちゃん

がいることが許されています。ですから、そうい

う意味ではアニメのファン文化というのは多様性

を認めるという点において、音楽の楽しみ方より

も一歩先を行っているようにも見えます。しかも

このようにウェブ上に「俺の久美子」が出される

ことで、さらに別のファンの創作欲が刺激され、

新しい久美子ちゃんが生み出されることにつなが

ります。

最後に、どんどんとつながりが生まれていくと

いうことを考えていきます。これは、片山先生の

お話で出てきた、「インティメイト・ストレンジャ

ー」という観点からとらえることができます。ウ

ェブでの緩いつながりが、多様な聖地巡礼像や作

品のファンとしての意識を形作っていると言えま

す。フジロックで分乗して新潟まで出掛ける人た

ちも、その場限りのゆるいお付き合いです。つま

り、フェスの参加者と聖地巡礼の人たち、あるい

はアニメのファン文化におけるつながりというの

は非常に緩いつながりだといえます。さらにこの

緩やかなつながりは、一時の関心によってつなぎ

留められたイベントの参加者としての共同体を生

み出しているといえるでしょう。『ユーフォニア

ム』の聖地巡礼に関わっている私たち、あるいは

フジロックに関わっている私たちというように。

このようなつながりによって作られる集まりを、

ジグムント・バウマンは「クローク型共同体」と

いいます。クロークとはホテルとかで服を預ける

ところ、欲しいタイミングで欲しいものを出して

くる設備です。つまり、とある集団に私は帰属・

所属していますということよりも、何に自分が参

加したのかというのが重要視される時代になって

いるといえます。

もちろんイベントが継続的に行われたり、継続

的に参加できたりすると、アイデンティティが

「フジロックに行っている人間」になったり、「鷺

宮神社の千貫神輿のスタッフ」になったりします。

ただしこれは、ちょっと皮肉な視点でお話しする

なら、イベントに継続的に参加できない、あるい

はイベントが一回だけで潰れてしまうと、アイデ

ンティティの形成まではいかなくて、ただの参加

者という経験だけが残るということになります。

では緩やかなつながりは、どのように位置付け

られるのでしょうか。先ほど片山先生は、地縁と

それから趣味縁という二項対立で説明されました。

しかし、私は（今のところの仮説なのですが）、対

立しているというよりも、もう少しお互いが歩み

寄ったものなのではないかと考えています。とい

うのも、ライブイベントによって生まれる縁は

100%オンライン上で作られたものとは言えません。

ですので、ライブイベントにおける縁というのは、

オンラインとオフラインの真ん中あたりにくるの

ではないかなと考えています。

聖地巡礼は、現象として確かに面白いです。ま

た町おこしという点から、今多数の自治体が誘致

に必死です。だけれども、そういった人々が足を

運ぶという流れというのは、実はこの2000年代以

降のレジャーの一つの在り方で、他にもいろいろ

と似たものがあるのだというお話で、今日の私の

話は終わりにしようと思います。どうもありがと

うございました。（拍手）

小林：ありがとうございました。ライブ文化とい

う観点から、この聖地巡礼の外縁をかたどってい

ただいたというように、関連を考えていただく発

表だったと思います。それで、特定の形のない自

由なつながりという形で話が進んでいたような感

じがします。

このシンポジウム自体も自由で、12時半に終了

するということだったのですが、非常に緩い進行

のせいでもう過ぎちゃっている状況です。皆さん

予定がある方には大変ご迷惑だと思うんですが、

もう少し延ばして進めさせていただきたいと思っ

ております。

それで今ちょっと２～３分時間を取りますので、

この質問・コメントカードをお書きいただいて、

これを回収して分類した後で、再度皆さんとの質

疑応答という形で、１時までに終わらせられれば

と考えております。大変申し訳ないんですが、30

分ほど延長という形になりますが、そのような形

で進めさせていただきたいと思います。質問・コ

メントカードを、ご記入のほどをよろしくお願い

致します。それでは５分後に再開という形にさせ

ていただきたいと思います。

（再開）

今、講師のほうで質問を読んでおります。その

間に、概要と今までの流れについて、簡単に整理

させていただきたいと思います。片山先生には聖
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地巡礼の全体的な概要と現状、それをお話しいた

だいたと思います。この現代社会における個人の

孤立化現象を乗り越える一つの契機として、観光

というものが考えられる。その一番端的な形とし

て、聖地巡礼というものがあるのではないか。そ

の中ではインティメイト・ストレンジャーの概念

を用いられていたと思います。この話は、後で出

てくる山崎さんの、趣味縁という形のものをクロ

ーク型共同体というような形の概念と並べられて

いたというところに発展するという話になってく

るのではないかと思います。

２番目が名取先生のお話でしたけれども。名取

先生のお話はむしろ、作品の中にある物語をどの

ように理解するのかというお話だったと思います。

全体として共通して、われわれが今持っている物

語、私たちが生きるときに用いる物語と、非常に

それぞれの個人が持つ物語というのは、重要性が

高まっているということだと思うんですけれども。

それがある意味、大きな物語から切り離された、

小さな物語にわれわれが生きるようになっている

という、現状の中での話の共通性がそこで見えて

くるんじゃないかと思います。ですから見方によ

っては、非常に失礼な言い方になりますけれども、

少女・少年たちが経験する些末な事象といっても

いいような内容です。それが個人にとっては非常

に重要な物語になっているというようなプロセス

のこと。それを臨床心理学的な観点から論じてい

ただいたと思います。個人が持つ物語の重要性と

いうことの話だったと思います。

それから、さらに山崎さんのお話は、ライブ文

化というものの中に聖地巡礼を位置付けるという

ようなお話でした。その中でもやはり個人化。個

人というものが現代の孤立化されるような社会の

中で、どのような形で自分の経験を位置付けてい

くのかという話です。その中でアイデンティティ

を獲得するというような問題が提起されたと思う

んですけれども、ライブ文化という流れの中で、

それがうまくいく場合もうまくいかない場合も含

めて議論されていたと思います。このような形で

整理するのは、あまりにも一面的な理解なんです

けれども。

質問が整理できましたら、質問を選んでいただ

いてお答えいただきたと思います。ちょっと片山

先生のところに集中してしまって。これは当然と

いえば当然なんですけれども。選ぶのは大変だと

思いますけれども、1つ2つお答えください。

片山：ありがとうございます。できるだけ手短に、

できるだけたくさん答えたいと思います。まず、

話の中で例を出しましたが。『ユーフォニアム』の

巡礼者で140回も訪れている方がいらっしゃいます

が、冬ソナとどんなふうに違うのかという質問で

す。それはどこに原因があったのか。コンテンツ

に原因か、ファンに原因か、地元の受け入れ態勢

に原因かという質問です。コンテンツに原因とい

うのはないわけではないんでしょうけれども、そ

んなにその点が大きいわけではないんだろうなと

いうふうに思います。それから地元の受け入れ態

勢というのは、元々もちろんあんまり態勢が取れ

ていたとも見えないかもしれませんけれども、そ

れもそんなに大きな問題ではないかなと。やっぱ

り一番問題やったのは、観光というものを極めて

商業的に捉えていたことにあるのだと思います。

つまり冬ソナの場合は、現地に行って、その値打

ちのあるものを購入して、もしくは消費して帰っ

てくる。そういうふうにやられていたということ

なんだろうと思います。ところが今日では、観光

の在り方自身が、商業的から創造的に変わってい

るので、そこが一番の理由じゃないかなというふ

うに思います。

それから次に、宇治の聖地化に反発する人もい

るのではないかと思うんですが、そのトラブルを

避けるには何が必要でしょうかというご質問です。

これはものすごい難しい問題だと思うんですが、

先ほどちょっと挙げましたけれども、ある種の公

共性みたいなことが必要なのではないかなと思い

ます。つまり、いきなりきつきつで流れないで、

やっぱり緩く、いろんな人がいて当然という状態

でつながっていくというところから、反発をでき

るだけ起こさせないというか、そういうところで

はないかと思います。

次に作品の人気がなくなったときはどうなるん

ですかという質問です。この点はまさに今ちょう

ど宇治市と話をし始めているところでして、結論

からいうと、どれだけこの『ユーフォニアム』と

いう作品が軟着陸できるかというか、薄くでもい

いので地域に定着していけるかというところに、

どう持っていくかということが大事だと思います。

それはやはり作品研究というところに行き着くの

かなと思いますので、今できるだけ作品をみんな

で勉強を積む感じの動きが必要なのかなと思いま

す。

最後にもう１個だけいきましょう。行政はどこ

まで関わったらオーケーなんでしょうかという質

問です。ものすごい難しい問題だと思うんですが、

結論からいうと、大いに関わっていただいて結構
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なんじゃないですかというふうには思います。た

だ一つだけ例をいえば、皆さんご存じのように

『あの夏で待ってる』というアニメが長野県の小

諸にあります。そこでは「なつまちおもてなしプ

ロジェクト」という組織が中心になって推進して

いるんですが、そこが何をやっているかというと、

とにかくファンに意見を聞くということをやって

いるんです。ですので、行政は大いに関わってい

ただいたら結構ですが、小諸までとは言いません

が、アイデアを聞くという姿勢が非常に大事で、

そこから全てが始まるのかなという感じがします。

小林：ありがとうございます。引き続き名取先生、

お願いします。

名取：私にコメントを頂いたのはお一人書いてお

られました。地元が一番というのにたどり着くま

での通過点として観光巡礼を考えていて。魂が本

来の場所に帰りたがる、というのがよくわかりま

した、と書いてくださいました。ありがとうござ

います。

ちょっと言い損ねたことがもう１つありまして。

『響け ユーフォニアム』というのは、やっぱり

傷の物語でもあるということなんです。魂という

表現でいうと、キューピッドが矢を持っていてビ

ュンと突いてプチっといく。あれは魂の傷口を開

くわけです。好きになるということは自分の傷を

開いてしまうということ。だからすごくそれは痛

いことですし、何とかしないといけない。そうい

うことも元型的心理学から見ると『ユーフォニア

ム』の魅力としてはあったかなと思いました。そ

れが言い損ねたことでして、一つだけ付け加えた

くて、私が自分でコメントをさせていただきまし

た。では、山崎先生、お願いします。

山崎：いろいろなコメントをありがとうございま

した。まず、聖地巡礼というのは写真の撮影であ

るとか、それからガイドマップを作るという創作

的な側面があるけれども、ライブの文化はどうな

のかという質問についてお返事します。

ライブ文化というのは、プロでやっているかど

うかはまた別にして、音楽ライターやミュージシ

ャンなど、たくさんのクリエイティブな立場の人

が関わっていますので、そういう意味で創作的な

ところが大いにあると思います。

さらに付け加えるならば、フェスでは後日別の

イベントが形成されるという動きが目立ちます。

例えば飲食店を使ってフジロックに出演したアー

ティストの振り返りをやるということがあります。

水樹奈々のコンサートに行くときはサイリウムの

振り方を事前に予習してから行きますが、フェス

は誰が出演するのかわからない予習ができません。

その分、復習イベントが草の根で行われます。あ

るいは参加に際してのノウハウの伝達が、ウェブ

ベースでかなり行われています。それから、もっ

と身近な場所でフェスをやろうという流れもあり

ます。今一番大きなものとしては、兵庫県の伊丹

市で行われる完全無料のフェス・イタミグリーン

ジャムが挙げられます。

それから、アーティストのライブの追っ掛けは

聖地巡礼に近いのではというコメントをいただき

ました。確かにそういう側面はないわけではない

ですが、アーティストのライブは、場所がその

時々で動きます。アリーナ級でやる場合はまた別

ですが、中小規模を会場とする人たちは割と場所

が動いていくことが多いので、必ずしも聖地巡礼

と言えないのではないかと思います。以上です。

小林：皆さんのご意見の中で、今回のわれわれが

考えたシンポジウム以外の観点というのは、片山

さんへの質問にあったように、やはり政策的な問

題とか現場の問題というのが、非常に皆さんの重

要なご関心であったことを学べました。私にとっ

ては非常に新しい発見でした。ですから、ここで

議論した個人的な物語と、公共性・公共圏という

ことの話でいうと、公共圏のほうをどのように構

成していくのかということが、重要で政治的なこ

とです。地域の課題にもなっていくんだろうとい

うように認識できたという点で、一つの収穫だっ

たのではないかと思います。

全体として時間的に緩慢になってしまいました

が、私としてはこのような学際的な試みというの

を、今後も続けていくことができればと考えてお

ります。人間学研究所でも、また新しくこうした

企画を続けていきたいと考えております。ぜひ人

間学研究所の名前を覚えていただいて、新しいイ

ベント等がございましたら、そちらのほうにもご

関心を持って、ご参加いただければありがたいと

思っております。皆さんのご協力で何とか無事に

終了することができました。どうもありがとうご

ざいました。（拍手）
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